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６月 18 日の午後，図書館ホールにて，朱川湊

人氏の講演会がたくさんの来場者を迎えて行わ

れました。講演のテーマは「どうせ死ぬなら小説

書こう」というもの。 
幸せというものは何かがなければならないと

いうものではなく，その瞬間ごとに幸せを感じる

ことができる人がいると話し始めた朱川氏。小説

を書くということは，わがままではできない。な

ぜなら，わがままな書き方をしても相手にイメー

ジを伝えることができない。小説を書くことは心

をやわらかくして「Creation」と「Imagination」

の両方を増加させることだとも。自分が好きなこ

とを書いているとどんどん筆が進むそうで，受け

狙いをやめて好きなことで勝負した作品は３日で書けて評価も得られるようになった。夢をかな

えられる人は多くないけれど，夢は形を変えていくものなので，やらずに後悔するよりも自分の

好きなことをやり続けて欲しい。 
最後におっしゃった「気安く他人に死ね，なんて言わないでください。」という言葉に「人間を

描きたい」という氏の人柄が感じられて印象的でした。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

◆文章を書きあらわすために，図書館所蔵の資料でインプットしてみましょう！◆ 

夏の太陽を浴びて成長した動植物のように，みなさんも楽しく充実した季節を過ごされ，一段

と成長されたことでしょう。さあ，実りの秋です。吸収してきたさまざまな体験を文章に書きあ

らわしてみましょう。今回は，「あなたの思いを文章にしよう！」と題し，小説，論文，レポート，

メールなどの書き方のヒントとなるものをご紹介します。 
まずは，６月に実施しました直木賞作家 朱川湊人氏の書評大賞講演会のご報告からです。 

 

第第113333回回直直木木賞賞受受賞賞作作家家  朱朱川川  湊湊人人  氏氏講講演演会会

どうせ死ぬなら小説書こう 

◆会場での質疑応答◆ 
 
Q1．作品のアイデアを思いつくのはどんなときですか？  
A． 電車に乗っていて車窓を流れていく風景を見ていて思
いつくことが多いです。また，下町の商店街を散歩して
いるときも浮かびます。 

 
Q2．書き出しはどのようにされていますか？  
A． 小説の長さによって考え方があります。30 枚の作品であ
れば，ネタは１つ，50枚であれば，ネタは２つ，80枚であ
ればネタは３つで，長くなれば，書き出しは印象的なシ
ーンを入れるように考えます。 
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朱川氏“オススメの文学作品”と書き出し 

◆太宰治『人間失格』◆ 

はしがき 

私は，その男の写真を三葉，見たことがある。 

一葉は，その男の，幼年時代，とでも言うべきであろうか，十歳前後かと推定

される頃の写真であって，その子供が大勢の女のひとに取りかこまれ，（それは，

その子供の姉たち，妹たち，それから，従姉妹（いとこ）たちかと想像される） 

庭園の池のほとりに，荒い縞の袴（はかま）をはいて立ち，首を三十度ほど左… 

出典：青空文庫 http://www.aozora.gr.jp/ 

◆兼好法師『徒然草』◆ 

つれづれなるまゝに，日くらし，硯にむかひて，心に移りゆくよしなしごとを，

そこはかとなく書きつくれば，あやしうこそものぐるほしけれ。 

いでや，この世に生れては，願はしかるべきことこそ多かんめれ。  

御門の御位は，いともかしこし。竹の園生 の，末葉まで人間の種ならぬぞ，や

んごとなき。一の人の御有様はさらなり，ただ人も，舎人など賜はるきはは，ゆ

ゆしと見ゆ。その子・うまごまでは，はふれにたれど，なほなまめかし。それよ

り下つかたは，ほどにつけつつ，時にあひ，したり顔なるも，みづからはい… 

出典：里見文庫 古典文学 http://satobn.net/index.html 

Q1．（講演会を終えて）学生にどんな印象をお持ちになり
ましたか？  

A． とてもまじめな印象を受けましたね。笑ってほしい
ところで笑ってくれないほど(笑) 真摯に聞いてい
ただきました。 

 
Q2．（特集タイトルにちなみ）「思いを文章にする」といえ
ばラブレターがありますが，朱川さんはラブレターを
書かれたことはありますか？  

A． 中学２年生の時に書いたことがありますよ。人に 
あげるものですから，書いた後に１日おいて見直
したほうがいいですね。下手すると「君のためなら
死ねる！」ぐらいのことを書いてしまいますから，
冷静にならないと。今はメールがそうなんですか
ね。でもメールで愛の告白っていうのも寂しいです
よね。

Q3．作品での語り手が男の子，女の子など色々ですが，書きやすい語り手はありますか？ 

A． 僕が書きやすいのは小学校５・６年生から中学生の男の子です。自分が多感だった時期でもあるので
記憶に残っているんですね。女の子も書きにくいわけじゃないです。 

Q4．資料集め等に図書館を利用されることはありますか？ 

A． 古い話を書くことが多いので，国立国会図書館に新聞の縮刷版を見に行ったりします。ネットでも概略
ぐらいは調べますが，より深めるなら図書館ですね。あと学生のときは大学の図書館もよく利用してい
ました。国文学の本は普通の本屋に無いようなものや，見つかっても僕の当時の食費３ヶ月分ぐらい
するものが多かったので。 

Q5．小説家を志す学生へメッセージをお願いします。 

A． 小説家に限らず，まず「自分で自分を諦めない」こと。自分が諦めたら誰も後押ししてくれませんから。
大事なのは「仮にどんな結果が待っていても誰かを恨まない」ことです。自分の好きなことをして生きた
いなら，それなりのリスクは負わないといけないんですよ。そしてたとえプロになれなくても，やめない
で一生クリエイトする気持ちでいてくれたら，幸せな生き方ができると思います。 

講演会の後，朱川氏にお時間をいただきインタビューを行いました。朱川氏“オススメの文学作品”と

一緒にご紹介します。今回は全てを掲載できませんが，ペンネームの由来なども聞くことができました。

幻冬舎の Web マガジンで連載されていたエッセイ「超魔球スッポぬけ！」でも知ることができますので， 

一度覗いてみてはいかがですか？(URL：http://webmagazine.gentosha.co.jp/shukawaminato/vol126_shukawaminato.html) 

◆清少納言『枕草子』◆ 

春は，あけぼの。やうやう白くなりゆく，山ぎは少し明かりて，紫だちたる雲

の細くたなびきたる。 

夏は，夜。月のころはさらなり，闇もなほ，蛍の多く飛びちがひたる。また，

ただ一つ二つなど，ほのかにうち光りて行くもをかし。雨など降るもをかし。 

秋は，夕暮れ。夕日のさして山の端いと近うなりたるに，烏の寝どころへ行く

とて，三つ四つ，二つ三つなど，飛び急ぐさへあはれなり。まいて雁などの連ね

たるが，いと小さく見ゆるは，いとをかし。日入り果てて，風の音，虫の音な… 

出典：日本古典文学テキスト http://www2s.biglobe.ne.jp/~Taiju/classic.htm 

◆鴨長明『方丈記』◆ 

行く川のながれは絶えずして，しかも本の水にあらず。よどみに浮ぶうたかた

は，かつ消えかつ結びて久しくとゞまることなし。世の中にある人とすみかと，

またかくの如し。玉しきの都の中にむねをならべいらかをあらそへる，たかきい

やしき人のすまひは，代々を經て盡きせぬものなれど，これをまことかと尋ぬれ

ば，昔ありし家はまれなり。或はこぞ破れ（やけイ）てことしは造り，あるは大

家ほろびて小家となる。住む人もこれにおなじ。所もかはらず，人も多かれど，

いにしへ見し人は，二三十人が中に，わづかにひとりふたりなり。あしたに死… 

出典：青空文庫 http://www.aozora.gr.jp/ 
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◆◇◆ まず書いてみよう ◆◇◆ 
電子メールの普及により，文章を書くこ

とにはそれほど抵抗がない人も多いのでは

ないでしょうか。まず図書館にあるこのよ

うな本を参考にして「書いてみる」キッカ

ケをつかむことから始めませんか？ 

 

『小説を書くならこの作品に 

学べ』 

奈良裕明著，雷鳥社， 

2005（901.307||NAR ２階） 

◆◇◆ うまく書くには？ ◆◇◆ 
小説ともなると分量も多くなります。「書

きたい」ことは決まったけれど，どこから

手をつけたら良いのかわからない，と思っ

たときはぜひ図書館に来てください。小説

を書くために参考になる本はもちろん，書

くために必要な資料も多くあるはずです。

活用してみましょう。 

◆◇◆ 文学賞に応募しよう！ ◆◇◆ 
作品が出来上がったら，次は発表の場を

探してみましょう。有名な文学賞や新人賞

を目指すも良し，コンクール形式の軽めの

賞を探して応募するも良し。賞の種類は

様々で，出版社をはじめ企業が主催してい

る賞，市町村主催のコンクール，短編を対

象としたもの等様々あります。 

自分の作品に合った賞を見つけて応募す

るということも重要なのかもしれません。

様々な資料を利用して賞についても十分に

調査してみる事をお勧めします。また，目

指す賞に向けて時間をかけて作品を書いて

いくというスタイルを取ることもできるで

しょう。ぜひチャレンジしてみてください。

「書きたい」時に役立つ本 

『本気で小説を書きたい人のための 

ガイドブック』 

ダ・ヴィンチ編集部編，メディアファクトリー， 

2007（901.307||MIT ２階） 

『プロを目指す文章術』 

三田誠広著，PHP 研究，2008  

（901.307||MIT ２階） 

『小説家になる方法』 

清水義範著，ビジネス社，2007  

（901.307||SIM ３階 資格・就職コーナー） 

文学賞とは…？ 

各種文芸作品に対して与えられる賞。代表

的なものでは，芥川賞（純文学短編），直木

賞（大衆・中間文学）など発表済みの作品に

対して与えられるものと，未発表作品を公募

して選考するものの二種類があります。オー

ル讀物新人賞（文藝春秋主催），日本ファン

タジーノベル大賞（新潮社主催）は後者。 

今からでも間に合う？ 
現在公募中の賞あれこれ。 
・「新潮新人賞」新潮社主催，未発表の小説

に限る【締め切り】2009 年 3 月 31 日（火） 

・「Cobalt 短編小説新人賞」集英社主催，  
未発表，新人の作品に限る 
【締め切り】偶数月の 10 日 

こんなものにも注目！ 
残念ながら今年の募集は締め 
切られていますが「10 分で読 
める小説大賞」（ジョルダン株式 
会社主催），「ケータイ小説大賞」（毎日新聞 
社ほか主催）など，探してみると気軽に応 
募できそうな賞もあります。最近ではケー 
タイ小説から単行本化や映画化されること 
も多くなっています。 

小説を書こう 
あなたの思いを文章に… 
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◆◇◆ 書評とは？ ◆◇◆ 
『日本国語大辞典』第２版によると「書

物の内容を批評，または，紹介した文章。」

です。 
この説明だけではわかりにくいですね。 
そこで書く前に，いくつかの書評を実際

に読んでみてはいかがでしょうか。 

 
 
 
 
 
 
 
 

〔第６回〕『鶴見俊輔書評集成』 
[鶴見俊輔著]，みすず書房，2007- 

（019.9||TUR||1～3 ２階） 
〔第５回〕『書物の運命』 

池内恵著，文藝春秋，2006 

（019.9||IKE ２階） 

◆◇◆ 発表の場は？ ◆◇◆ 
本学図書館では，右に記載の「京都産業

大学図書館書評大賞」を行っています。こ

のほか，学外でも書評コンテストやブック

レビュー・コンテストが行われていますの

で，Web などで探してみてください。 
また，書評をブログに公開している人も

多くいるようです。「この人はプロ？」と思

わせるような，上手い文章もあったりしま

す。 

◆◇◆ 書く上でのポイント ◆◇◆ 
単に感想を述べたり，本の紹介文だけで

は書評といえません。ある図書を読みこな

し，その内容を簡潔にまとめながら，図書

の魅力や評価をほかの人に伝わるように表

現することが大切です。 
ただ，まずは難しく考えず，自分なりの

評価を書いてみてください。 

◆◇◆ 図書館書評大賞 ◆◇◆ 
2005 年度に始まり，今年度で第４回とな

ります。 
応募期間は，例年６月１日から９月 30 日

です。今回間に合わなかった人は，来年の

ために今から構想を練り始めてはいかがで

しょうか。 
第１回から第３回書評大賞の入賞作品と

講評を『Lib.』に掲載し、図書館内で配布，

図書館ホームページに掲載しています。 

書評を書こう 

◆◇◆ 書評を読んでみる ◆◇◆ 
読書や書評に関する図書，また様々なメ

ディアで既に発表された書評をまとめた図

書は，請求記号 019 のあたりにあります。 
そのなかから，毎日新聞社が書評文化の

発展を願って設けた，「毎日書評賞」の最近

２回の受賞作品を紹介します。 

 
図書のほかに，書評専門紙もあります。 
『週刊読書人』日本書籍出版協会 

（２階 新聞コーナー）最新 1年保存 
新聞には，書評が主に日曜日に掲載され

ています。また，各新聞社の Web 上にも掲

載されています。 
 

   
 

あなたの思いを文章に… 
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①テーマの選択 
②事前調査 
③仮アウトラインの作成 
④関連文献の調査 
⑤文献の入手 
⑥文献の読解と整理 
⑦最終アウトライン作成 
⑧執筆・構成 
⑨出典・表示 
⑩仕上げ 

 

◆ レポート作成参考文献 ◇ 

手引書として，次のような資料がありま

す。 

『文献調査法』 

毛利和弘著，毛利和弘（発行）日本図書館協会 (発

売) ，2006 (015.2||MOU ２階)  

『論文・レポートの文章作成技法』 

古郡廷治著，日本エディタースクール出版部，

2006 （816.5||HUR ２階）  

『大学生と大学院生のための 

レポート・論文の書き方 』 

吉田健正著，ナカニシヤ出版, 

2004 （816.5||YOS ２階）  

 
○もとめる文献は 
・図書 →蔵書検索 EZ-Cat 
・雑誌記事 →雑誌記事索引検索 
NDL-OPAC，日経 BP 記事索引 

・新聞記事 →新聞記事検索 
聞蔵Ⅱビジュアル，日経テレコン 21 

 
○所蔵なし 
 →レファレンスで相談 →NACSIS Webcat 
 

◇ 誰にでも書けるレポート作成法 ◆

レポートを作成するには，それなりの手

順というものがあります。 
ここでは重要なポイントを列記しておき

ます。 
 

 

『インターネット完全活用編大学生のため 
のレポート・論文術』 

小笠原喜康著，講談社 ，2003  

（816.5||OGA ２階） 

『創造的論文の書き方 』 

伊丹敬之著，有斐閣， 2001  

（816.5||ITA ２階） 

 

他にも視聴覚資料として， 

『レポート・論文を書こう!』（library 

video series 情報の達人：第３巻） 

紀伊國屋書店，2007 

（[DVD]007.3||NIH||3 １階） 

レポート・論文を書こう 

 

分からない点があれば、 
レファレンスカウンターで

お尋ねください。適切なア

ドバイスがもらえます。 

 

◆ 図書館ホームページから始める ◇ 
図書館のホームページには，情報検索に

便利なツールを用意しています。図書に限

定せず，雑誌・新聞記事・インターネット

の情報も調べてください。 
 
情報をさがす時は，参考文献リストから

探していく方法，図書館ホームページにリ

ンクされているデータベースを使って探す

方法などあります。 
 

あなたの思いを文章に… 
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メール・手紙を書こう 

◆◇◆ e-mail ◆◇◆ 

メールといえば，学生の皆さんにとって

は携帯メールが主になっているのかもしれ

ませんが，社会に出るとパソコンの e-mail

を使ったやり取りも多くなります。携帯メ

ールの調子で送信してしまうと，相手に失

礼なものになってしまう危険があります。

改まったメール文章の書き方を今のうちに

身につけてください。 

 
『デジタル社会の日本語作法』 
井上史雄, 荻野綱男, 秋月高太郎著 

岩波書店，2007 （816.6||INO ２階） 

 

『ビジネス電子メールの書き方』 
 永山嘉昭著，日経 BP 社，1996 

（547.8||NAG ３階） 

 
『手紙の文章教室』 
朝日新聞社「小説トリッパー」編集部編 
朝日新聞社，2003 （816.6||ASA ２階） 

 
『手紙・はがきの書き方が 
すべて載ってる大事典』 
 中川越監修，永岡書店，2003 

（816.6||NAK ２階） 

 

 

☆ 新一筆啓上賞 に応募しよう!! 
 この賞は，福井県坂井市丸岡町が公募す

る１～40 文字までの日本一短い手紙文。あ

の日本一短い母への手紙は，第１回の一筆

啓上賞から生まれました。第６回の今年の

テーマは「夢」。締め切りは 10 月 17 日(金)

消印有効と迫っていますが，自分や誰かに

「夢」の片道手紙文を書いてみませんか。 
詳しくは以下の URL にてご確認を。 
【http://maruoka-fumi.jp/whatsnew.html】 

 

『日本一短い「母」への手紙』 
 福井県丸岡町[編]，角川書店，1995 

       （816.8||MAR ２階－文庫） 

◆◇◆ 手紙 ◆◇◆ 
時候の挨拶とは何かわかりますか。お礼

状や改まった年賀状・暑中見舞いなどを書

いたことがありますか。気持ちを込めて書

かれた自筆の手紙をもらうと，とても嬉し

いものですね。まずは遠く離れた家族や友

人に書いてみましょう。ちなみに 10 月の時

候の挨拶として，「仲秋の候」，「秋冷の候」

などがあります。 

◆◇◆ 書類 ◆◇◆ 
これからはエントリーシートや履歴書，

様々な文書などを作る機会が多くなること

でしょう。最初に基本形を頭に入れておく

ことでスムーズな書類作りができます。図

書館３階の資格・就職コーナーにはたくさ

んの資料を用意していますので，いろんな

ものに目を通してみてください。 

 

 今回の特集はいかがでしたか。 
これから出会う様々な場面で 

「あなたの思いを文章に」チャレン 

ジしてください。 

 

あなたの思いを文章に… 
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私の生家は生菓材料としての砂糖を商っていた。

当時キューバ糖は麻の袋に 100kg 詰められていた。

この袋が廃棄物として溜る。これはゴミとして廃棄

されるのであるが，これは丈夫な麻布なので然るべ

き所に持って行けば良い値段で買ってくれる。この

様なわけで私は友人に比べ小遣い銭には困らなかっ

た。 

私の高校・大学の学生時代は戦後から既に 10 数

年経過していたが，書物はまだ十分供給されておら

ず，戦前の物に依存する所が多かった。そこで古本

屋巡りである。毎週土曜日の午後は古本屋街を徘徊

していた。 

この時期の想い出に次の話が有る。何時もの様に

本屋巡りをしていたら，共立出版の現代数学講座全

巻が揃いで出ていたのである。古本屋巡りをしたこ

との有る人ならご存知と思うが，揃いのデモノは紐

で結わえて有り，何何揃いと手書きの紙が貼ってあ

る。それを見ると価格は小遣い銭で買えるには少々

距離が有った。今であったら，古本屋の親父に声を

掛けて，今持ち合わせが無い，必ず来るから取って

おいてくれ，と声を掛けて内金でも少し置いておけ

ば済むことである。その知恵が当時はまだ無かった。

だからお金が溜るまで，毎週見に行き，まだ有ると

胸をなで降ろしていた。 

昔は本を作る時，鉛（※１）を拾い，木枠に詰めペ

ージを構成したが，今日の本の出版状況は昔と違い

大変電子化されていて，本屋は書き手を探し，書か

せて売ることで，”作る”が無くなった。私の少ない

経験でも，著者が数式処理の出来る，emacs（※２） + 

TeX（※３）で作文，そして電子媒体化し，tgif（※４）

で表や図までも張り込んだものを作成して，E-Mail

で本屋に送った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本屋は表紙等体裁を整えるのみである。索引等も

組版ソフト TeXの仕事である。最も TeXを作成した

Donald Knuth（※５）は自分の書いた本が何回本屋に

注意しても自分の思うように仕上って来ないことに

業を煮やして，組版・印刷ソフトを作ったと言われ

ている程に完成度は高く，自分の好きな文字体を作

成するためのプログラムまで有る。本屋は手配師で

ある。本当は流通に結構経費がかかる。在庫を抱え

込むことも本屋としては結構スペースと資本が要る。

だから今日では配本から絶版までが短い。 

だから私は今読む気が無くても，買っておかない

と大変だ，絶版になる，とせっせと買い込んでいる。

今は学生の頃と違い，親が麻袋を小遣いとしてくれ

るわけではないが，2002年に国から文化功労者に認

定され，ボーナス抜きの若手研究者年俸並の年金が

付いている。これは国が文化的余生を送れとの配慮

と思い，せっせと本を買い込んでいる。 

この様なわけで私の身の回りは本で溢れている。

数年前に京大を退官した時も大学の自室に置いてあ

った本を持って帰る所が無い。当然自宅も本で溢れ

かえっている。そこで琵琶湖西岸の北端にマキノと

言う所があるが，そこの雑木林に安い土地を求め，

そこを書庫にしている。 

もうお分かりのように，この様な本との接し方で

じっくり精読が出来る分けが無い。そう，乱読タイ

プである。本の種類に付いても，読み方に付いても

である。 

私は成人してからも，雑学的興味は無くならず，

言語学，古代文明特に失われた文字，世界経済情勢・

平和の観点から地域紛争，兵器学。自分の商売(物理)

と関係なく数学全般。進化学，音楽学等構造の有る

知識なら何にでも手を出している。 

 

《特別寄稿》 

私の読書術 

益川 敏英 
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最近テレビを見ていたら，イギリスの若者が車の

事故で海馬(ヒポキャンパス)を損傷し，記憶は３分

位しか保持できない，と報じていた。これを聞いて

いて，海馬は一時記憶装置(バッハー)で，大脳が長

期記憶装置かと，何となく納得して聞いていた。し

かし，後になって，少し考えて見るとおかしなこと

に気が付いた。計算機では記憶してあるコードの意

味論的解釈はそれらを使用するプログラムが知って

いる。だからどこに格納してあっても解釈は同じで，

記憶をどこに転写しても同じ意味を保持する。人の

脳は進化論的に考えれば，足から継っている神経の

シグナルの入る場所に足に関わる情報が有るのでは

ないか。意味論的解釈は，計算機と違い記憶の貯め

てある場所抜きに意味論は語れないのでは，とはた

と思うようになった。そこで生命のことを考える時

に，進化論的考察が重要であると思うようになった。

今せっせと，進化学の本を集めている(勉強している

と言ってない)。既に答えの出ている問題であればど

なたか教えて頂きたい。 

私の読書法は乱読である，と言ったが，学生が勉

学をして行く上で決して悪い方法ではないと思って

いる。友達や諸先輩から，高校の物理と違い，大学

の物理は，相対論は，量子力学は，固体電子論は，

全然違い論理的であり目鼾立ちがはっきりしている。

凄い。と聞くと，自分も早く触れてみたい，早く知

りたいと恋人を思うがごとく，恋い焦がれている。

その勢いで取り付いてみるのである。当然読んで分

かる分けが無い。それで良いのである。その時の何

かが残っている。その様なことを繰り返していると，

もう一度前の本に戻ってみると，前に理解が出来な

かった箇所で前に進む手がかりが出来ているのであ

る。理解できているとは言わないが，そこに書いて

ある事柄を理解し，周辺の事柄を分析する準備が出

来ているのである。知識の厚みが増しそこに書いて

ある内容を咀嚼する準備が出来ているのである。こ

の意味で似たものを合わせ読むことも意味がある。

オオバラップした所を媒介項として他の部分の理解

が進むのである。 

もう一つ私が勧めていることは，読書感想を友達

と語り合うことである。そうすると人は自分といか

に違った読み方をしているかに気づく。その様なこ

とが書いてあったか，と驚かされる。それらをベー

スに夜を徹して語り明かすのも楽しいことである。 

これは弁証法的に言えば，個々人の経験が違って

おり，人々は自分の経験知識をベースに物事を理解

して行くからである。友人と議論すると言うことは

友人の経験体験も自家薬籠中の物にすることになる。 

もう一つ付け加えれば，その知識を抽象化してみ

るのである。世に言われることと少々違うが，私は

これをアブストラクションの方法と呼び，重要視し

ている。抽象化する時に，不用意な仕方をすると，

変てこな夾雑物が紛れ込む。この思考によって言語

感覚が鍛えられる。そして抽象化により適用範囲が

増大し，忘れていたケースに気づく。 

これは私の師坂田博士（※６）がゲルマン（※７）

のクォークの提唱９年まえに，その先駆けとなる「坂

田模型」に到達しておきながら，半分の成功に甘ん

じなければ成らなかった理由を分析した経験から得

たものである。 

これは研究方法論と呼ばれている議論であるが，

素朴に言って友と夜を徹して語り明かすことが出来

るのは若者の時にのみ許された特権であり楽しみで

ある。しかし，この時出来た友情は永遠に続く。 

（ますかわ としひで 理学部教員） 

編集部注 

※１ ここでは鉛合金製の「活字」を意味する。 

※２ 「イーマックス」と読む。テキストエディタの一種

で，UNIXでよく利用される。 

※３ 「テフ」または「テック」と読む。電子組版ソフト

ウェア。 

※４ 「ティージフ」と読む。ドローイングツール。 

※５ ドナルド・アーヴィン・クヌース （Donald Ervin 

Knuth，アメリカ，1938年1月10日～）コンピュー

タ科学者。1996 年，第 12 回京都賞（先端技術部門

情報科学）を受賞。 

※６ 坂田昌一（1911年～1970年）物理学者。 

※７ マレー・ゲルマン（Murray Gell-Mann，アメリカ，

1929年 9月 15日～）物理学者。1969年，ノーベル

物理学賞を受賞。 
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デンマークの図書館制度と 

福祉・教育サービス 
 
State & University Library（Statesbiblioteket） 

オーフス大学図書館    （デンマーク） 
 

井村 直恵 
 

まずは私が在外研究で滞在したデンマーク・オー

フス市や大学の概要から説明しましょう。 

私の在外研究先であるオーフス大学は，デンマー

ク第２の都市にある，デンマークで２番目の規模の

大学です。デンマーク国内では，「王室御用達の大学」

として知られ，現マルグレー

テ２世女王も本大学の出身で

す。デンマークの総人口は543

万人，そのうち約50万人がコ

ペンハーゲン市に住み，第２

の都市であるオーフス市の人

口は，約30万人です。王室の

夏の宮殿や，ビーチにも近く，

自然に恵まれた立地にありま

す。 

また，デンマークは建築・

デザインが有名な国ですので，

国内にはいたるところに国内

外のコンペティションで受賞

した建築物を見ることができ

ます。オーフス大学のメイン

キャンパスは（図書館含む），

1960年代にC.F.Møllernによってデザインされ，い

くつもの建築賞を受賞しています。 

さて，オーフスには３種の図書館があります。最

大規模の図書館がState & University Library

（Statesbiblioteket）。大学の敷地内にあり，主とし

て研究用の資料を所蔵しています。他には，大学内

の各学部の建物内に，より専門領域に特化した資料

を揃えている図書館があります。また街中には，３

階建てのより一般的な書籍やCD, DVD等を所蔵した

図書館があり，子供が遊べるスペース等を備えてい

ます。 

State & University Libraryは，1902年に設立され，

1963年から現在の建物に移転しました。大学のメイ

ン図書館であるのと同時に，市民にも広く開放され

ています。政府の研究機関を兼ねており，228名の

スタッフが勤務しています。 

State & University Libraryには，300万冊以上の

本が所蔵され，その他の資

料も150万冊以上所蔵され

ています。研究用ジャーナ

ル等のデータベースも充実

しています。この図書館の

最大の特徴は，ほとんどす

べての本が閉架式になって

いることです。図書館の建

物は地元では「ブックタワ

ー」や「イエロータワー（象

牙の塔＝アイボリータワー

にかけた表現で，黄色いレ

ンガを利用していることに

よる）」と呼ばれており，17

階建て45ｍのビルには全

く窓がありません。図書館

で本の現物を手にして選べ

ない点は，大変不便に思えますね。一方で，日本の

図書館と比較して，大変便利な点もあります。 

利用者が図書館の本を借りる際には，直接図書館

に行くだけでなく，ネット経由で本をオーダーする

こともできます。いずれの場合にも，利用者はまず，
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インターネットを通じて本を検索し，貸借の手続き

をします。手続きの際，「自宅や研究室（大学で勤務

している場合）に

配達」というオプ

ションを選ぶこと

ができ，返信用の

郵送料さえ負担す

れば，一度も図書

館に足を運ぶこと

なく，冊数無制限

で最大２ヶ月間借

りることができま

す。もちろん大学

に出向いて貸借す

る場合や，研究室

勤務の場合には，

返信用の郵送料は

不要です。デンマ

ークでは，本やCD等を購入する際にVAT (value added 

tax)が25％も掛かります。物価の高いデンマークに

おいては，学生・研究者のみならず，市民にとって

も図書館は非常に貴重な存在です。ただし，２ヶ月

を過ぎると，１日延滞するごとに25クローナ（約

600円）ほどの延滞料を取られます！延滞しないよ

う，用心しないといけません。 

インターネットでは，オーフスのState & 

University Library所蔵の本だけでなく，デンマーク

各地のすべての図書館に所蔵されている本から検索

することができます。例えばコペンハーゲン・ビジ

ネス・スクールにのみ所蔵されている本や，現在オ

ーフス大学の本は貸し出し中だけれど，他の大学所

蔵の本は貸し出し中ではないという場合にも，同様

にオーフス大学の図書館経由で借りたり，自宅や研

究室に送付してもらうことが可能です。 

開館時間は平日は９時から18時。土曜日は11時

から14時（ただし貸し出しは不可）です。 

このような柔軟な対応が可能になる背景として，

デンマークの福祉制度に触れる必要があるでしょう。

デンマークでは，留学や労働ビザ等，観光ビザ以外

のビザで入国する場合には全員にCPRという番号が

付与されます。政府はCPRを利用して税の徴収，福

祉，公共サービスの管理等を行っており，この番号

は，一度付与されると生涯変わることがあ

りません。CPR番号を付与されると，医療，

教育等福祉関連のサービスが無料で提供さ

れます。 

各学部付属の図書館には，専門のジャー

ナルや一部図書を所蔵しています。開館時

間は平日９時から17時ですが，学生と教員

（研究員含む）はアクセスカードを付与さ

れ，24時間自由に利用することができます。

市内の図書館はもう少し一般向けの所蔵に

なっています。この図書館が，「非常にデン

マークらしい！」と感じるのは，開館時間

です。冬は20時まで開館しますが，夏は

19時に閉まります。夏のほうが開館時間が

短いというのは意外ではありませんか？北

欧の冬は，昼の時間が９時から15時しかな

く，あとは長い夜を過ごさなければなりません（お

まけに昼も夜も全く晴れません！）。一方，夏の間は

オーフスは北極圏ではありませんが，夏至頃はほと

んど白夜に近く，深夜２時半に明るくなり始め，夜

中24時ごろに太陽が沈みます。日没後も暁の明るさ

を保ったまま曙を迎える，という感じです。デンマ

ーク人は，短い夏（５月から９月初旬）にめいっぱ

い外に出て太陽を浴び，冬になると家の中でろうそ

くを灯して本を読んだり，家族で団欒したりする，

という生活スタイルのため，読書の需要は夏よりも

冬にあるようです。面白いですね。 

（いむら なおえ 経営学部教員） 
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な
経
営
戦
略
な
ど
、

世
界
の
外
食
事
情
も
載
せ
ら
れ
て
い
て
楽
し
く
読

ま
せ
て
も
ら
っ
た
。 

こ
の
雑
誌
は
、
外
食
店
経
営
に
興
味
を
持
つ
方

だ
け
で
は
な
く
、
た
だ
食
べ
歩
き
が
好
き
な
方
に

も
、
変
わ
っ
た
タ
イ
ト
ル
の
雑
誌
に
興
味
を
持
つ

方
に
も
一
度
手
に
取
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。 

 

工
学
部 

４
年
次
生 

 

碇
本 

祐
也
（
い
か
り
も
と 

ゆ
う
や
） 

『
月
刊
食
堂
』
柴
田
書
店 

596 SAA3/ ２階-雑誌 

月
刊
食
堂 

 

日
本
語
表
現
の
精
緻
を
知
り
た
け
れ
ば
開
高

健
を
読
む
と
い
い
。
練
達
の
文
章
。
文
明
批
評
の

鋭
さ
。
余
裕
と
悲
し
み･･･

。 

代
表
作
の
『
夏
の
闇
』
の
登
場
人
物
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
再
会
し
、
や
が
て
別
れ
ゆ
く
男
と
女
だ
。

何
気
な
い
会
話
と
記
憶
の
反
芻
。
怠
惰
な
日
常
と

セ
ッ
ク
ス
。
物
語
は
そ
れ
だ
け
だ
。
た
だ
男
は
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
記
憶
に
憑
か
れ
、
女
は
日
本
を

捨
て
て
い
る
。 

男
に
と
っ
て
の
情
事
は
旅
の
よ
う
な
も
の
だ
。

「
旅
は
と
ど
の
つ
ま
り
異
国
を
触
媒
と
し
て
、
動

機
と
し
て
静
機
と
し
て
、
自
身
の
内
部
を
旅
す
る

こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
自
身
を
め
ざ

す
し
か
な
い
旅
は
や
が
て
、
遅
か
れ
早
か
れ
、
ひ

ど
い
空
虚
に
到
達
す
る
。」 

こ
の
言
葉
が
痛
切
に
響
く
な
ら
ば
、
あ
な
た
も

大
人
だ
。
響
か
な
け
れ
ば･･･

そ
う
ま
ず
は
そ
の

旅
に
出
て
み
る
こ
と
だ
。
本
を
持
っ
て
。 

大
学
二
年
の
某
日
。
親
友
と
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人

教
官
の
許
を
訪
ね
た
。「
先
生
は
日
本
文
学
の
紹

介
者
な
の
に
な
ぜ
『
夏
の
闇
』
を
翻
訳
し
な
い
の

だ
」
と
。
先
生
は
徴
兵
を
逃
れ
故
国
を
捨
て
た
人 
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千
と
千
尋
の
神
隠
し 

ケ
ツ
ノ
ポ
リ
ス
６ 

だ
。 こ

の
映
画
は
き
っ
と
こ
の
先
何
回
み
て
も
、
何

年
後
に
み
て
も
変
わ
ら
ず
そ
の
世
界
の
風
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
、
そ
し
て
そ
れ
と
同
時
に
新
し

い
発
見
が
で
き
る
そ
ん
な
映
画
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。 

 

外
国
語
学
部 

二
年
次
生 

 
 
 
 

武
田 

真
帆
（
た
け
だ 

ま
ほ
） 

 

ホ
ワ
イ
ト
・
ブ
ラ
ッ
ク
・
イ
エ
ロ
ー
・
グ
リ

ー
ン
・
レ
ッ
ド
・
そ
し
て
６
作
目
は
ブ
ル
ー
。
海

の
青
さ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
。
海
に
行

く
ま
で
の
車
内
で
流
す
、
定
番
ソ
ン
グ
と
い
え
ば

ケ
ツ
メ
イ
シ
♪
で
も
今
回
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
は

ド
ラ
イ
ブ
中
に
聞
く
と
い
う
よ
り
、
部
屋
の
中
で

ゆ
っ
く
り
聞
き
た
い
よ
う
な
セ
レ
ク
ト
で
す
。 

さ
て
、
最
近
「chill out

」
と
い
う
言
葉
を
雑

誌
な
ど
で
見
か
け
ま
す
。
元
々
の
意
味
と
し
て

は
、
１
９
９
０
年
代
、
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
気
分
で

踊
り
つ
く
し
た
あ
と
、
ダ
ウ
ン
テ
ン
ポ
な
音
楽
の

流
れ
る
ラ
ウ
ン
ジ
で
心
身
を
落
ち
着
か
せ
る
、
そ

ん
な
行
為
を
指
し
て
い
た
み
た
い
で
す
。
今
で
い

え
ば
、
真
夏
に
友
人
と
野
外
フ
ェ
ス
に
行
っ
て
騒

い
だ
帰
り
に
、
ふ
ら
り
と
寄
っ
た
温
泉
で
身
も
心

も
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ
と
な
の
か
な
。 

毎
日
勉
強
や
バ
イ
ト
や
部
活
で
忙
し
い
生
活

を
送
っ
て
い
る
学
生
の
み
な
さ
ん
、
た
ま
に
は
息

抜
き
を
し
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
私

自
身
が
休
日
問
わ
ず
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
詰
め
て

し
ま
う
タ
イ
プ
な
の
で
、
た
ま
に
は
音
楽
を
聴

 

き
な
が
ら
部
屋
で
ゆ
っ
く
り
す
る
の
も
い
い
か
も

と
考
え
て
い
ま
す
。｢

ケ
ツ
ノ
ポ
リ
ス
６｣

で
は
「
カ

ー
ニ
バ
ル
」
の
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
曲
で
気
分
を
高

め
た
後
、｢

流
れ
」
や｢

儚
し｣

の
ス
ロ
ー
な
曲
の
歌

詞
に
浸
っ
て
、
思
い
に
ふ
け
る
の
も
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン

ル
の
音
楽
を
、
チ
ル
ア
ウ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
し

て
再
構
築
さ
せ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。
普
段
は
邦
楽
し

か
聞
か
な
い
私
で
す
が
、
洋
楽
も
か
い
つ
ま
ん
で

聴
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

教
学
セ
ン
タ
ー
職
員 

 

藤
原 

め
ぐ
み
（
ふ
じ
わ
ら 

め
ぐ
み
） 

[DVD] 778.77||MIY / １階 

[CD]  767.8||KET||6 / １階 

 
時
間
が
流
れ
る
の
は
本
当
に
は
や
い
。
こ
の
映

画
が
公
開
さ
れ
た
と
き
中
１
だ
っ
た
私
が
今
で
は

大
学
生
に
な
っ
た
。
け
れ
ど
、
こ
の
映
画
は
そ
ん

な
時
間
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
７
年
前
と
同

様
に
私
は
こ
れ
を
み
て
笑
っ
て
し
ま
う
し
、
少
し

怖
い
気
持
ち
に
も
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。 

 

千
尋
が
迷
っ
て
し
ま
っ
た
世
界
に
は
６
本
の
手

を
持
つ
お
じ
さ
ん
・
２
頭
身
の
不
気
味
な
魔
女
・

ま
る
で
人
間
の
よ
う
な
カ
エ
ル
が
い
た
り
す
る
。

そ
ん
な
世
界
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
千
尋
が
、
想

像
も
で
き
な
い
よ
う
な
色
々
な
経
験
を
通
し
少
し

大
人
に
な
っ
て
い
く
。 

 

要
約
す
れ
ば
こ
ん
な
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
の

だ
け
れ
ど
、
や
は
り
こ
の
映
画
の
よ
さ
は
見
て
い

る
人
に
作
品
の
中
の
空
気
を
同
じ
よ
う
に
感
じ
さ

せ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
な
ぜ
な
ら
釜
爺
の
「
グ

ッ
ド
ラ
ッ
ク
」
や
リ
ン
、
銭
婆
の
優
し
さ
が
心
地

よ
い
。
千
尋
が
息
を
止
め
、
橋
を
渡
る
と
き
何
だ

か
自
分
ま
で
息
苦
し
く
な
る
。
他
に
も
雨
の
に
お

い
が
、
静
ま
り
か
え
っ
た
夜
が
、
湿
っ
た
空
気
が
、

ど
れ
も
私
に
リ
ア
ル
に
伝
わ
っ
て
く
る
か
ら
な
の 

 
 

ケツノポリス６（約75分）

ケツメイシ 

宮崎駿原作・脚本・監督  
2001年日本映画（124分） 
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Gale Virtual Reference Library (GVRL) は，事

典類の出版で定評のある Cengage Learning 社の

Gale部門が発行する事典類をWeb上で提供するシス

テムです。現在本学向けには 66 タイトルが登録され

ており，これらの事典を同時に検索し閲覧できるよ

うになっています。 

GVRL には，図書館ホームページ「電子ジャーナ

ル・データベース」からアクセスできます。 

 
上の図は GVRL のトップページ（「Basic Search」

画面）で，ページ中ほどの「Find」欄に，探したい

キーワードを入力し，「Search」ボタンをクリックす

ると，該当する事項を検索できます。またページ上

部緑色の行の「Advanced Search」の部分をクリック

すると詳細検索ページが表示され，キーワードのほ

か，事項の本文中の単語，図表や写真の注に含まれ

る単語，出版年の範囲，分野の限定などで検索可能

です。 

もちろん事典ごとの検索も可能です。「Basic 

Search」画面の「Or select a publication below」

の下の「Show All」部分をクリックすると全てのタ

イトルが表示され，また各分野の先頭の「＋」マー

クをクリックすると，その分野に含まれる事典のタ

イトル一覧が表示されます。 

 
 
検索したい事典を選択すると，その事典だけを検

索対象とする画面が表示されます。 

キーワード「Japan」で検索を行ってみました。検

索結果一覧は次の画面のようになります。 

 

 
 
左上に検索件数が表示され，その下の一覧では１

つの事項について３行で表示されます。まず事項名，

２行目に，その事項が掲載されている事典名，巻数，

出版年，ページ数などの書誌事項，３行目には本文

（HTML 形式，PDF 形式）へのリンクなどです。 

◆◇◆◇◆ 

GVRL に登録されている事典類については，蔵書検

索 EZ-Cat でも検索できます。これらは「所蔵・書誌

情報」で所在が「電子資料」となっており，リンク

情報に「アクセスはこちら」と，そのタイトルへの

リンクがあります。 

便利ですので，ぜひご利用ください。 

このコーナーでは, 現在導入しているデータベースの検索ツール等を紹介します。 
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寄贈順（４/１～８/31） 敬称略

 
渡辺 史央（外国語学部） 

『日本で学ぶ国際関係論』 法律文化社, 2007 

中山 昭吉（元 外国語学部） 

『Travelling Japan』 東方出版, 2007 

上田 秀明（法学部） 

『極東共和国の興亡』 アイペックプレス, 1990 

植村 和秀（法学部） 

『「日本」への問いをめぐる闘争 : 京都学派と原理

日本社』 柏書房, 2007 

大河内 泰樹（文化学部） 

『ヘーゲル否定的なものの不安』 現代企画室, 2003

『精神の哲学者ヘーゲル』 創風社, 2003 

『境界線の哲学』 DTP 出版, 2008 

『ヘーゲル現代思想の起点』 社会評論社, 2008 

庄垣内 正弘（文化学部） 

『ウイグル文アビダルマ論書の文獻學的研究』 松

香堂, 2008 

 
 
 
 

秋学期の図書館利用教育計画 

◆法学情報検索法（クラス単位） 
法学部１年次生対象に選択科目「プレップセミ

ナー」の授業の１コマで実施します。 
主な内容は，法学文献・情報の探し方（入門編），

法学関係データベースの検索実習です。 
◆ゼミ対象文献探索ガイダンス（クラス単位） 
春学期に引き続き実施，ゼミのテーマに合わせ

た文献探索法の説明とデータベース検索実習。 
◆「レポート・論文作成法」ガイダンス（個人単位） 
《ビデオ上映会》 
レポートや論文を書くときの具体的な手順をド

ラマ形式で紹介したビデオを上映します。 
○期間：11 月 25 日（火）～12 月 12 日（金） 

   ※ただし，土曜日は上映しません。 

○時間：各日１回 12:30～（約 30 分所要） 

○会場：図書館 1階 図書館ホール 

＊事前申込みは不要。ご自由にご覧ください。 

《検索実習》 

レポートや論文を書くときに必要な参考文献を

探すのに必須の「雑誌記事索引」データベースの

検索実習を行います。 

○日程：12 月８日（月），10 日（水），12 日（金），

16 日（火），18 日（木） 

○時間：各日 12:30～13:00 

○集合場所：図書館１階 102 グループ視聴覚室 

○申込場所：図書館１階視聴覚カウンター 

      ＊各日とも先着 20 名まで 

◆就職支援ガイダンス（個人単位） 
就職活動に役立つ業界の動向や個別企業の情報

がわかります。日程等は図書館 HP，POST，館内掲

示でご案内します。 
 

（予告）「第４回図書館書評大賞」の選考・表彰 

９月 30 日（火）で応募を締め切ります。 

選考･表彰に関する今後の日程は，次の通りです。 

○入選発表：12 月３日（水）10 時 

図書館内に掲示。POST，図書館ホ

ームページに掲載。 

○表彰式：12 月 17 日（水）12 時 30 分～ 

     ５号館ロビーで開催 

＊『Lib.:京都産業大学図書館報』v. 35, 増刊

号に入選作品と講評を掲載します。 
 

（案内）ハート・ウォーミング・プログラム 

映画上映会 

10 月 23 日から 12 月 18 日にかけて計８回，木

曜日の 16 時 40 分から，図書館ホールにて上映予

定です。日程，タイトル等は図書館 HP，POST，学

内掲示板，館内掲示でご確認ください。 
 
（案内）「ファウスト」展（仮） 

今年はゲーテが「ファウスト」第一部を発表し

てから 200 年目にあたります。そこで，「ファウス

ト」を中心にゲーテに関する資料を展示します。 

○期間：11 月から 12 月（予定） 

○会場：図書館１階パソコン室展示スペース 

詳しい日程，タイトル等は図書館 HP，POST，学

内掲示板，館内掲示でご確認ください。 
 
施設も充実 

・ AV 書架を電動化，収容能力が倍になりました。 
・ マイクロフィルム用コンテナサーバーを増設し

ました。 
・ 地下１階壁際書庫の旧い書架を新しく入れ替え，

壁に固定しました。耐震も万全です。 
 

 

「書く」ということについて，今号の特集で取り上
げてみました。いかがでしたか？学生の皆さんは，日
頃ケータイでメールを「打って」いると思いますが，
これを機会に少し長い文章を「書く」ことにも挑戦し
てみてください。 
表紙・カットにご協力いただいたデザインクラブ
の今村さん，漫画部の井上さん，ありがとうございま
した。 
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資
料
提
供
の
基
盤
と
な
る
図
書
館
資
料
を
選
択
す
る
こ

と
は
、
利
用
者
と
資
料
を
結
び
つ
け
る
役
割
を
果
た
し
て

い
る
図
書
館
員
に
と
っ
て
基
幹
と
な
る
業
務
で
あ
る
。 

今
号
で
は
、
図
書
館
員
が
資
料
の
選
択
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。 

  

図
書
館
で
は
毎
年
４
月
の
図
書
館
委
員
会
で
、
そ
の
年

度
の
教
員
の
た
め
の
研
究
用
資
料
費
や
学
生
の
た
め
の
教

育
用
資
料
費
の
予
算
配
分
が
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
予
算
の

枠
内
で
、
学
生
用
資
料
に
つ
い
て
は
図
書
館
員
が
中
心
と

な
っ
て
計
画
的
に
選
択
を
行
っ
て
い
る
。
選
択
す
る
資
料

は
、
図
書
、
雑
誌
、
新

聞
、
視
聴
覚
資
料
、
電

子
資
料
（
電
子
ジ
ャ
ー

ナ
ル
や
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
）
な
ど
で
あ
る
。
と

く
に
新
刊
書
は
週
間
単

位
の
出
版
情
報
を
利
用

し
て
選
書
し
て
い
る
。 

蔵
書
の
中
に
は
、
大
学
図
書
館
の
基
本
資
料
と
し
て
必

要
な
も
の
や
、
利
用
者
が
購
入
希
望
図
書
と
し
て
要
望
し

て
い
る
も
の
が
あ
り
、
資
料
の
選
択
を
行
う
際
に
は
「
学

生
用
資
料
収
集
方
針
」
や
「
学
生
用
資
料
選
択
指
針
」
を

判
断
基
準
に
し
て
決
定
し
て
い
る
。 

ま
た
、
図
書
館
長
、
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
の
分
野

ご
と
に
図
書
館
委
員
か
ら
選
出
さ
れ
た
教
員
と
、
図
書
館

員
、
教
学
関
係
部
署
の
職
員
と
で
構
成
す
る
「
学
生
用
図

書
選
択
会
議
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。こ
こ
で
は
、

本
学
の
学
部
構
成

や
開
講
科
目
を
考

慮
し
な
が
ら
、
教

学
に
即
し
た
資
料

選
択
を
よ
り
広
い

視
野
で
検
討
し
な

が
ら
行
う
よ
う
努

め
て
い
る
。 

学
生
用
資
料
の

選
択
を
行
う
図
書

館
員
は
、
蔵
書
の

内
容
や
利
用
状
況
を
把
握
し
、
多
様
な
分
野
や
テ
ー
マ
の

動
向
に
関
心
を
持
ち
、
図
書
や
著
者
に
関
す
る
知
識
を
蓄

え
、
メ
デ
ィ
ア
や
出
版
状
況
に
も
精
通
し
て
い
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
利
用
者
と
資
料
を
結
び
つ
け
る
図

書
館
員
の
役
割
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
利
用
者

を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

 

  

図
書
館
で
は
、
資
料
を
購
入
す
る
た
め
の
選
書
だ
け
で

な
く
、
す
で
に
所
蔵
し
て
い
る
資
料
の
な
か
か
ら
利
用
頻

度
の
少
な
い
図
書
や
一
定
期
間
一
度
も
利
用
が
な
か
っ
た

不
用
図
書
の
選
択
も
、
教
員
の
協
力
を
得
て
定
期
的
に
行

っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
利
用
頻
度
が
少
な
い
も
の
や
旧

版
な
ど
は
館
外
書
庫
に
移
動
し
た
り
、
不
用
図
書
を
除
籍

す
る
な
ど
し
て
、
蔵

書
の
精
度
を
高
め
、

書
架
ス
ペ
ー
ス
を
有

効
に
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
日
々

努
め
て
い
る
。 

◆
◇
◆
◇
◆ 

購
入
希
望
図
書
制
度 

学
生
の
皆
さ
ん
が
資
料
を
選
ぶ
手
段
と
し
て
、
購
入
希
望

図
書
制
度
が
あ
り
ま
す
。
本
学
に
な
い
図
書
・
雑
誌
・
視
聴

覚
資
料
等
に
つ
い
て
購
入
希
望
の
申
込
み
が
で
き
ま
す
。
申

込
用
紙
に
記
入
し
、
備
え
付
け
の
ボ
ッ
ク
ス
ま
た
は
カ
ウ
ン

タ
ー
ま
で
。
た
だ
し
、
す
べ
て
採
用
で
は
な
く
、
採
否
は
掲

示
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

司 
書 
の 

お 

仕 

事 
図
書
館
資
料
の
選
択 

その４

学
生
用
資
料
の
選
択 

不
用
図
書
の
選
択

発 

行 

京
都
産
業
大
学
図
書
館 

所
在
地 

〒
６
０
３
―
８
５
５
５ 

 

京
都
市
北
区
上
賀
茂
本
山 

電 

話 
(

０
７
５)

７
０
５
―
１
４
４
６ 


